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Abstract
The root of Par22X ginscng has served as an important component of Chinese medicine

“Kan一Yakuル for thousands Of years.The principle actions have been thought to be based

On the regulation of a homeostasis and used fOr the management Ofヽ
reakness,anXiety

neurosis,metabolic diseases by gastrointestinal asthenia and stasis of blood stream.In lab‐

oratory anilnals,、 ve demonstrated that ginseng root ShOヽ ved the improvement of blood

■ow,inhibition of thrombocyte agglutination and alleviation of DIC syndromq and sug―

gested that the active ingredientsヽ rere included in saponin fraction of the ginseng.The

present study was COnducted to investigate the effect of various ginseng saponins on

thromboCyte agglutination in lnice,using a infarct thromboSiS of the lung.The following

purified saponins were administered either oralltt or intraperitonea■
y:ginsenoside Ro,

Rbl,Rgl)Rg3,Rhl,Rh2 and Fl.We found that Rg3 ShO品「ed a significant inhibitory effect

On thrombocyte agglutination induced by arachidonic acid, 
、vhereas Rgl inhibited the

agglutination induced by ADP.

緒  言

薬用人家は古来,強壮,精神安定,胃腸機能

の調整,血行停滞などに用いられ,不老長寿の

霊薬 として広 く費用されてきた重要な漢薬の 1

つである。さらに薬用人みの薬効を医書本草学

的に考証すると,生体の hOmeostasis調節作用

が基本 となり,加齢に伴う生体の病変を改善す

る作用のあることが推察される。特に不老長寿
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という薬効からすると,「死」への重要な要因

となる血管 一血液系に対する予防・ 治療効果

が薬用人参に認められると考えられる。このよ

うな観′点からわれわれは,現在までに薬用人参

の血流改善作用 1ち 血小板凝集抑制作用 2ち 血

管内凝固症候群 3)に対する作用などを明らか

にし,その有効成分は薬用人参に含まれるサポ

エンであることも報告 してきた。 しかし,近年

人参サポエンの吸収・排泄がわずかながら明ら

かにされつつあることより,薬用人参中に含ま
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れるサポエンの 血 ガyo, 拘 所な拘 の生理活性

研究のみでは,薬用人参 としての薬効を明らか

にしたとはいえない状況下になってきた。そこ

で今回,われわれは薬用人参含有サポエンおよ

びその分解・ 代謝物を用い,経口または腹腔内

投与による血小板凝集に及ぼす影響を,マウス

肺梗塞血栓症モデルを用いて検討を行った。

実験材料および方法

実験材料 :韓国産 6年根紅参 (オ タネニンジン,

免コ2x grr2Seng C.A.Meyerの 根を蒸 して乾燥

した もの),自 参 (オ タネエンジン, Pan2x

ゴ応例gC.A.Meyerの根の外皮を剥いで乾燥

したもの)の 70%メ タノール抽出エキス (以

下 RMe, WMeと する),および韓国産紅参 6

年根より抽出された次の各サポエンを用いた :

Ginse■ oside Ro,Rbl,Rgl,Rg3,Rhl,Rh2 Fl。

なお,陽性対照薬にはアスピリンおよびジピリ

ダモールを用いた。

実験動物 :実験には, Jcl:ddY系雄性マウス

(BW:18～ 20g)を用いた。飼育環境は 23土

2℃ , 60± 5%の恒温恒湿の部屋で,実験に

供するまでに一週間予備飼育を施 した。

実験方法 :Kohler 4)ら の方法に準 じ, ddY

系雄性マウスにRMe, WMe(経口投与 :50,

200, 500 1Bg/kg)お よび各サポエン (経口投

与 :0.5 m mo1/kg,腹 腔内投与 :0.05m
mo1/kg)を ,経回は0.5%CMC・ Naに溶

解 し1日 1回 3日 間,腹腔内は 0.5%Tween
40に溶解 し1日 1回 2日 間投与を行い,最終

投与 1時間後にアラキ ドン酸 Na(60～ 70 mg

/kg)お よび ADP(400～ 450 mg/kg)を尾

静脈に静と した。また,被検体の有効性はアラ

キ ドン酸 Naあ るいは ADP静注 2時間後のマ

ウスの生存率で評価 した。

実験結果

1)ア ラキ ドン酸 Na誘発肺梗塞血栓に対す

るRMe, WMeの 効果 (Table l)

マウスにアラキ ドン酸 Naを静注すると, 2

時間以内に 15匹 中 12匹 死亡 し,生存率は

20.0%で あった。 RMe 50, 200, 500 mg/

kg投与での生存率はそれぞれ 30.0, 30.0,

40,0%であ り, 500 1ng/kg投与において弱い

作用を認めたが, WMe投与では活性をまっ

た く認めなかった。また,陽性対照薬のアスピ

リンは,強い抑制作用を示 したがジピリダモー

ルはまった く作用を示さなかった。

Table l  Effects of RMe′ Wげ Me′ Aspirin and Dipyridamole on Sodium
Arachidonate―induced Pulrnonary Thromboembolism in的 lice

Treattent      Dose       Route Noo of Mice No.of製 印 i協 l mioc(紛

Cbnt―ol                       P.。 .

R4e      50Kmg/kg) P.o.
卸O     p.o.
醐          P.o.

‖Me            50tmg/kg)   P.o.

劉          P.o.
500          p.0,

AsPirin       O。 5(HHRo1/kg) P.o.

1.O        P.o.

2.8          P,o。

DiPyridぬmole   03 1(mm01/kg) P.o.

0。 5        P.o.
1.8        P.o.

15

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

3(郷.0)

3(卸.0)

3(劉.0)

4(40.0)

2(20,0)

2(28.8)

3(調.0)

6(〔河.8)

7(■.D
8(80.0)

2(郷.D
3(30.0)

3(30.D
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2)ア ラキ ドン酸 Na誘発肺梗塞血栓に対す

るサポエンの効果 (Table 2.)

アラキ ドン酸 Na誘発肺梗塞血栓に対する効

果を,紅家に合有される各サポエンの経口投与

(0.5 m mo1/kg)お よび腹腔内投与 (0.05m

m01/k3)にて検討したところ,経口投与では

Ginsenoside Rbl,Rgl,Rg3に 抑待J傾向および抑

制作用を認め,こ れ らの生存率はそれぞれ

33.3, 46.7, 73.3%で あった。また,腹腔

内投与では, Ginsenoside Rgl,Rg3,Rhlヤ こお

いて生存率 33.3%と抑制傾向を認めた。 しか

し, Ginsenoside Rbl,Rgl,Rg3の 生存率は ,

腹腔内投与において 13.3, 33.3, 33.3%と

経口投与に比べ明らかな低下を示 した。

3)ADP誘 発肺梗塞血栓に対するRMe,

WMeの 効果 (TaЫ e 3)

マウスにADPを静とすると, 2時間以内に

15匹中 12匹死亡 し,生存率は 20.0%であっ

た。 RMe,WMe 50, 200, 500 mg/kg投

与では, ADP誘発肺梗塞血栓によるマウスの

死亡率を抑制する作用を示さなかった。 しかし,

陽性対照薬のジピリダモールにはその作用を認

めた。

4)ADP誘 発肺梗塞血栓に対するサポニン

の効果 (Table 4)

ADP誘発肺梗塞血栓に対する効果を,紅参

に含有 され る各サポエンの経 口投与 (0。 5

m mo1/kg)お よび腹腔内投与 (0.05 m mol

/kg)に て検討したところ,経 口投与では

Ginsenoside Ro,Rgl,Rh2に 抑制傾向および抑

制作用を認め,こ れ らの生存率はそれぞれ

26.7, 40.0, 26.7%で あった。また,腹腔

内投与におヽ`てヤよGinsenoside Rbl,Rgl,Rh2

に抑制傾向および抑制作用を認め ,、 これらの生

存率は 33.3, 40.0, 26.7%で あった。 しか

し,経口投与 と腹腔内投与での生存率には差は

認められなかった。

Table 2  Effects of Ginsenosides on Sodium Arachidonate一 induced Puirllonary Throrll―

boembolism in Nlice

Treatment Route   No. of rRice   No. of Sこ rvival mice(沼 )

Control

Ginsenoside

Cinsenoside

Sinsenoside

Cinsencside

Cinsenostde

Cinsenoside

Aspirin

Dipyrida冊 01e

0。 5(Illl10 1/kg)

0.5

0.5

0.5

0。 5

0.5

0.5

1.0

0.5

1.0

的

騎

陥

陥

ｍ

ｍ

P.0.

P.0.

P.0・

p.0.

p.0.

P.0.

P.0・

p.0.

P.0・

P.0・

p.0.

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

2( 13.3)

3( 20.0)

5( 33.3)

7( 46.7)

11( 73.3)
-3( 20.0)

1( 6.7)
12( 80.0)

15(100.0)

4( 26.7)

5( 33.3)

Cantrol

Ginsenoside Ro

Ginsencside酌 1

Ginsenoside Rgl

Ginttnoside R83

Ginsenoside Rhl

Cinsenostde Rh2

Cinsenoside Fl

AsP irin

0.05(冊ΠO1/k8)

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0。 05

0.05

15

15

15

15

15

15

15

15

15

3(20.0)
3( 20.0)

2(13.3)
5( 33.3)

5( 33.3)

5( 33.3)

4( 26.7)

3( 20.0)

11( 73.3)
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Table 3  Effects of RMe′ WMe′ Aspirin and Dipyridamole On ADP一 induced
Pulrnonary Thromboembolism in Mice

Treattnt No.of Mice 陶.of ttrvi協 l mioe(め

０ヤ的
降ヽ

降

AsPirin

Dipy″ i位抑ole

50tmg施 )

加

500

50(mg泳8)

200

500

0.5(llER01/kg)

1.0・

2.0

0.l CHmo1/kg)

0.5

1.0

3(刻.0
2(郷.0)

3(30.0)

2(卸.D
2(劉.D
2(郷.0)

2(郷.D
l(7.7)

2(15.4)

2(15。 4)

3(密。1)

5(38.5)

7(53.8)

15

10

10

10

10

10

10

13

13

13

13

13

13

Table 4 Effects of Ginsenosides

Wlice

on ADP―induced Pulrnonary Thromboembolisnl in

Treaたment Route    N8. Of mice  No. of survival mice(】 )

Contro l

Cinsenoside Ro

Cinsenaside Rbl

Ginsenoside Rgl

Ginsenoside Rg3

Ginsenoside ml
Ginsenoside Rh2

AsPirin

Dipyridamole

0.5(rlg8o 1/kg)

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

8.5

0.5

p.。 .

P.0.

P.0.

P.0.
p.。 .

p.。 .

P.0.

p.。 .

p.0.

15

15

15

15

15

15

15

15

15

2( 13.3)

4(お .7)

3(20.0)
6(40.0)
1( 6.7)
1( 6.7)
4(26.7)
1( 6.7)
4(西 .7)

Oontrct

Cinsenoside Ro

Gttnsenosido Rbl

Cinsenoside Rgl

Ginsenoside Rg3

Ginsenoside Rhl

Cinsenoside Rh2

Cinsenoside Fl

Aspirin

Dipyridamole

0.05(冊冊01/kg)

0.05

0.05

0.05

0.05

0。 05

0、 05

0.05

0.05

i.P.

i.p.

i.p.

i.p.

i.p.

i.P.

i.p.

i.p.

i.p.

i.p.

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

2(13.3)
3(郷 .0)

5(33.3)
6(40.0)
3( 如 .0)

3(20.0)
4(西 .7)

2(13.3)
0( 0.0)
4(節 .7)
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紅参 と白家の 70%メ タノール抽出エキス

(RMe, WMe)お よび紅参出来の各サポニン

とその代謝・ 分解物の経口および腹腔内投与に

よる血小板凝集に対する影響を,マウス肺梗塞

血栓症モデルを用いて比較検討を行った。

薬用人家は『名医別録』 5)に「通血脈」 と

記され,古 くからしびれ,冷え,頭痛など血液

循環不全 とのかかわりが強い症状に応用されて

いる6)こ とょり,血小板凝集に対する影響を

アラキ ドン酸 Naお よび ADP誘発肺梗塞血栓

において検討 した ところ, WMeに はまった

く抑制作用を認めず, RMeが アラキ ドン酸

Na誘発肺梗塞血栓に対 し,弱い抑制作用を認

めた。そこで,紅参出来のサポエンおよび分解・

代謝物にて検討を行ったところ,ア ラキ ドン酸

Na誘発肺梗塞血栓 に対 しては Ginsenoside

Rg3,ADP誘 発 肺 梗 塞 血 栓 に対 して は

Ginsenoside Rglに 強い抑待J作用を認めた。こ

の結果は,現在までに報告されているれ ガ7o,

拘 ガ″θにおける血小板凝集抑制作用 2)を支持

するものである。さらに, Ginse■ oside Rglに

関 しては,滝野 ら7)に より吸収・ 排泄が検討

され,一部は投与後速やかに上部消化管より吸

収され血中へ移行するとともに,胃 において

Ginsenoside Rhl lこ , 大 腸 ヤこ お ヽヽ て

Ginsenoside Rhl)Flに 分解・ 代謝されること

を報告 してヽヽる。 しか し, Ginsenoside Rhl,

Flに は明らかな抑制作用が認められなかった

ことより,紅家の血小板凝集抑制作用を示す活

性物質の 1つ は Ginsenoside Rglで あると考え

られる。一方, Ginsenoside Rg3に 関しては ,

経口投与において強い抑制作用を認めたものの

腹腔内投与において有意に低下 したことより,

また分解・ 代謝物の 1つ である Ginsenoside

Rh2に も明らかな抑制作用が認められなかった

ことより,活性物質は Ginsenoside Rg3そ のも

のではな く,さ らに分解・ 代謝を受けた もので

ある可能性が考えられる。また,現在までに種 々

の血小板を用いたサポエンの凝集抑制作用が報

告 2)さ れ て お り ,今 回 実 験 に 用 い た

Ginse■ oside Flに おいて も,ヒ ト血小板では強

い凝集抑制作用を認めている 8)が ,ゥ サギ血

小板では,ま った く凝集抑制作用を認めること

はできなかった。 このように種差による作用の

相違 も認め られることか ら,今回の結果 と現在

までに報告されている 血 ガ門 , 血 材Froの 結

果 とは必ず しも一致 しない。 したがって,紅参

の血小板凝集抑制作用に関 しては,今後種差 ,

投与経路を含めて検討する必要があるのではな

いか と考える。
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